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一　般　質　問 一　般　質　問 
　
　
中
町
政
二
期
目
の
行
政

運
営
に
つ
い
て
４
つ
の
ビ
ジ

ョ
ン
が
提
起
さ
れ
た
が
、
課

題
と
実
効
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
重
要
課
題
で
あ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
・
火
葬
場
建

設
等
々
に
鋭
意
取
り
組
み
、

解
決
に
導
く
こ
と
が
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
行
政
課
題
の
実
効
性
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
絶
え
ず
住
民
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
変

化
を
求
め
て
政
治
を
や
っ
て

い
か
な
き
ゃ
と
、
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
４
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン︵
成
熟
・

自
治
・
環
境
・
教
育
︶
の
関

連
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
子
育
て
支
援
の
更
な
る

充
実
と
、
教
育
環
境
の
整
備
、

長
寿
社
会
に
対
す
る
介
護
予

防
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
施

策
を
リ
ン
ク
し
た
総
合
的
に

充
実
し
た
各
施
策
の
実
施
が

重
要
で
あ
る
。

　
　
遊
休
施
設
や
遊
休
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
住
民
ニ
ー
ズ
が
あ
る
限
り
、

施
設
・
土
地
等
の
利
活
用
に

努
め
る
。

　
　
戸
籍
等
の
請
求
実
態
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
平
成
19
年
度
で
約
１
万

３
５
０
件
の
請
求
で
す
。

　
８
業
士
︵
弁
護
士
・
司
法

書
士
・
行
政
書
士
な
ど
︶
か

ら
の
請
求
は
８
２
６
件
、
第

三
者
か
ら
の
請
求
は
１
８
１

４
件
で
す
。

　
　
不
正
請
求
︵
身
元
調
査

に
利
用
︶
に
対
し
て
の
防
御

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
平
成
20
年
５
月
１
日
に

戸
籍
法
及
び
住
民
基
本
台
帳

法
が
改
正
さ
れ
、
本
人
確
認

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
不
正

請
求
の
防
止
策
の
特
効
薬
は

な
い
と
思
う
。
現
状
で
は
本

人
確
認
・
請
求
目
的
の
確
認

に
よ
っ
て
防
止
で
き
る
と
思
う
。

　
　
第
三
者
に
よ
る
不
正
取

得
さ
れ
た
戸
籍
謄
抄
本
が
、

身
元
調
査
に
使
用
さ
れ
た
事

件
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
が
、

本
人
通
知
制
度
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
検
討
す
る
。

　
　
本
人
通
知
制
度
︵
本
人

以
外
か
ら
戸
籍
等
の
請
求
が

あ
っ
た
場
合
は
、
希
望
す
る

本
人
に
通
知
す
る
︶
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
是
非
と
も
早
期
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
確
約
さ
れ

た
い
。

　
　
シ
ス
テ
ム
等
を
前
向
き

に
検
討
し
、
全
力
で
と
り
か

か
り
ま
す
。

一
、
中
町
政
二
期
目
の
行
政
運
営
に
つ
い
て 

二
、
戸
籍
等
の
被
交
付
請
求
者
へ
の
「
本

　
　
人
通
知
制
度
」
に
つ
い
て 

一
、「
農
地
改
革
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て 

二
、
有
機
農
業
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
に
つ
い
て 

一　般　質　問 一　般　質　問 

　
農
水
省
が
進
め
て
い
る「
農

地
改
革
プ
ラ
ン
」「
有
機
農
業

推
進
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
」
事
業

に
つ
い
て
、
能
勢
町
が
今
後

ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
の
か

質
問
し
ま
し
た
。

　
　
今
年
の
通
常
国
会
で
、

農
水
省
は
農
地
制
度
を
抜
本

的
に
見
直
す
﹁
農
地
改
革
プ

ラ
ン
﹂
を
提
出
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
能
勢
町
の
農
業
政

策
も
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
と

考
え
ま
す
が
、
対
応
と
取
り

組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
﹁
農
地
改
革
プ
ラ
ン
﹂
は
、

農
地
制
度
そ
の
も
の
が
柱
で
、

農
業
政
策
に
す
ぐ
転
換
さ
れ

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
改
革
を
受
け
て
社

会
的
反
応
、
企
業
等
の
動
向

を
見
極
め
る
中
で
、
対
応
を

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
　
農
水
省
が
進
め
て
い
る

有
機
農
業
総
合
支
援
対
策
の

な
か
で
﹁
有
機
農
業
モ
デ
ル

タ
ウ
ン
﹂
は
、
ど
ん
な
目
的

で
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
か
、

ま
た
、
能
勢
町
で
応
用
で
き

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
こ
の
事
業
は
有
機
農
業

の
普
及
を
図
る
た
め
、
全
国

50
地
域
を
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
に

指
定
し
、
５
年
間
に
わ
た
っ

て
農
林
水
産
省
が
支
援
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
事
業
の
採

用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市

町
村
や
Ｊ
Ａ
、
農
家
で
組
織

す
る
地
域
協
議
会
を
設
立
し
て
、

有
機
農
業
の
振
興
計
画
を
策

定
し
、
農
水
省
に
そ
の
計
画

　

が
認
定
さ
れ
ま
す
と
、
モ
デ

ル
タ
ウ
ン
に
指
定
さ
れ
、
技

術
研
修
会
や
販
路
拡
大
に
向

け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査

の
費
用
な
ど
が
補
助
さ
れ
る

も
の
で
す
。
本
町
に
お
け
る

応
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
町

内
の
関
係
す
る
農
業
者
の
な

か
で
、
協
議
会
の
設
立
に
向

け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。 

﹁
農
地
改
革
プ
ラ
ン
﹂
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ
　
農
地
の
確
保

①
農
地
転
用
規
制
の
厳
格
化

　
・
病
院
、
学
校
な
ど
の
公
共
施

　
　
設
の
設
置
も
農
地
転
用
許
可

　
　
の
対
象
に

　
・
原
則
転
用
が
認
め
ら
れ
な
い

　
　
集
団
的
農
地
の
面
積
基
準︵
現

　
　
行
20
ha
以
上
︶
の
引
下
げ

②
農
用
地
区
域
内
農
地
の
確
保

　
・
担
い
手
の
経
営
基
盤
に
な
っ

　
　
て
い
る
農
地
は
農
用
地
区
域

　
　
か
ら
の
除
外
を
認
め
な
い

　
・
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
促
進

　
・
農
用
地
区
域
内
農
地
が
目
標

　
　
を
下
回
る
場
合
は
都
道
府
県

　
　
に
編
入
促
進
な
ど
を
国
が
指

　
　
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅱ
　
賃
借
を
通
じ
た
農
地
の
有
効

　
　
利
用

①
農
地
を
利
用
す
る
責
務
を
法
律

　　
上
明
記

②
農
地
賃
借
を
促
進
す
る
た
め
の

　
規
制
見
直
し

　
・
小
作
地
所
有
制
限
の
廃
止

　
・
20
年
を
超
え
る
農
地
の
長
期

　
　
賃
貸
借
を
可
能
に

③
農
地
を
利
用
す
る
人
の
確
保

　
・
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
一
般
企
業
や
Ｊ
Ａ
が
農
地
を

　
　
借
り
て
農
業
に
参
入
し
や
す

　
　
く
す
る

　
・
農
業
生
産
法
人
へ
の
出
資
制

　
　
限
の
緩
和

④
農
地
の
面
的
集
積
の
促
進

　
・
全
市
町
村
で
面
的
に
ま
と
ま

　
　
っ
た
形
で
農
地
の
利
用
集
積

　
　
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
導
入

⑤
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の
対
策

　
強
化

成　熟 
○簡素で効率的な行財政運営（ワンストップサービス）
　の確立 
○高齢者・障がい者の活躍・いきがい対策の充実 
○のびのび子育て・いきいき子育ち対策の充実 
○充実したワークライフバランスの創造 
○グローバル化の波に乗った歳入減確保 

環　境 
○『ゆりかごから墓場まで』の実践 
○地産地消を基本にしたコンパクトタウンの実現 
○脱『ムダ』を徹底し、『もったいない』の実践 
○蓄積された資源の有効活用 
○生活環境・自然環境の保全活用 
○農林商工観光振興の推進 

自　治 
○住民参加型行政運営の確立 
○地域ガバナンスと地域コニュニティの確立 
○地域の安全安心（消防防災体制の充実など） 
○自治組織と役場の連携強化 
○人権尊重のまちづくり 

教　育 
○学校・生涯教育の改善充実と地域全体の教育力の向上 
○温故知（創）新の仕組みづくり 
○健全な食育の推進 
○まち全体が学校、大人が先生・地域が先生運動の実践 
○文化の伝承・振興 


